
（別紙３）

～ 2026年1月31日

（対象者数） １７名 （回答者数）
13名

～ 2026年2月10日

（対象者数） 3名 （回答者数）
３名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

場所を意識的に有効活用できるような、職員のアイデアや活

動の幅を広げていく。

2

個別支援計画の原案会議を大事にし、本人の同席のもとこれ

からを考える会議とし、本人の権利擁護を考えた職員チーム

になる。質の高い職員チームになる。

3

一人一人の子どもと保護者が学校や他機関ともスムーズなや

り取りができるよう連携を行う。地域に理解を深める。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

アンケート項目についての詳しい説明と、どのように保護者

と事業所が関っていこうとしているのかを説明する必要があ

る。

2

3

広い空間の中で、天候に左右されず、児童一人一人に合わせた

課題を行うことができること。

学校で学んだ知識や、生活で活かせるスキルを「できた」とい

う経験とともに積み重ねている。

長期的な視点に立った継続的な支援や、本人の意思決定支援、

提案と交渉の考えに基づいた本人のコミュニケーション能力を

高めていくこと。

その子の思いを伝える、伝わる方法を身に着け、自分の感情と

のコントロールをしていっている。

地域の関係機関との連携が多いこと。 豊築地区自立支援協議会　こども部会への参加、運営に協力し

ている。

特記なし

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

父母の会の活動や、保護者会などの開催などにより保護者同士

の連携が支援されているか　という項目

保護者会は、活動の報告を含め、興味のあるテーマでの講師を

招いたりすることで、開催はしている。全体の保護者をという

より、一人一人の保護者に必要な内容のつなぎは、保護者会と

いうもので行おうとしていない。

特記なし

2026年1月31日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　3月　1日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 放課後等デイサービス　もみの木

○保護者評価実施期間
2026年1月10日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


